
　

高
齢
化
が
進
む
中
で
市
内
の

多
く
の
地
域
か
ら
公
共
交
通
の

充
実
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。

マ
イ
タ
ク
の
改
善
を

　

現
在
約
２
万
３
千
人
が
登
録

し
て
い
る
マ
イ
タ
ク
は
、
郊
外

に
住
む
高
齢
者
に
は
料
金
が
高

く
な
る
た
め
使
い
に
く
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

市
内
ど
こ
で
も
低
額
固
定
料

金
に
改
善
す
れ
ば
ど
こ
に
住
ん

で
も
利
用
し
や
す
く
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
利
用
へ
の
誘
導
を
や
め
利
用

時
間
を
延
長
す
べ
き
で
す
。

新
規
マ
イ
バ
ス
路
線
の
増
設
を

　

幹
線
路
線
バ
ス
を
補
完
す
る

役
割
で
市
内
を
東
西
南
北
の
４

路
線
で
運
行
し
て
い
る
マ
イ
バ

ス
は
、
１
０
０
円
で
ど
こ
で
も

乗
降
で
き
る
と
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
４
路
線
の
延
伸
や

路
線
変
更
の
要
望
、
駒
形
、
南

橘
、
総
社
地
区
な
ど
に
は
幹
線

道
路
以
外
に
は
バ
ス
路
線
が
な

く
不
便
で
す
。
新
規
増
設
は
１

路
線
２
千
２
百
万
円
で
実
現
可

能
で
あ
り
、
市
内
各
所
に
増
設

す
べ
き
で
す
。

ふ
る
さ
と
・
る
ん
る
ん
バ
ス
の

改
善
を

　

ふ
る
さ
と
バ
ス
は
朝
や
お
昼

の
時
間
が
集
中
す
る
た
め
「
お

医
者
さ
ん
に
行
け
な
い
」
な
ど

の
切
実
な
問
題
が
起
き
て
い
ま

す
。
バ
ス
を
増
車
し
、
便
利
な

ド
ア
ー
ツ
ー
ド
ア
―
に
す
る
よ

う
求
め
て
い
ま
す
。

城
南
地
区
で
ド
ア
ー
ツ
ー
目
的

地
の
地
域
交
通
実
証
実
験
開
始

　

城
南
地
区
で
は
、
地
域
内
交

通
の
実
施
を
地
域
の
自
治
会
な

ど
が
実
行
委
員
会
を
結
成
し
、

よ
う
や
く
昨
年
12
月
か
ら
今
年

２
月
ま
で
の
実
証
実
験
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
タ
ク
シ
ー
１
台

を
使
っ
て
玄
関
か
ら
44
カ
所
の

目
的
地
ま
で
無
料
で
移
動
で
き

る
実
験
で
す
。

本誌の製作・折込には、政務活動費が充てられています。

無料法律・生活相談
毎週金曜日10～ 12時
市議団控室　予約を

中 道 浪 子（261）4355
長谷川　薫（234）5326
小 林 久 子（283）6756
近 藤 好 枝（283）8123

小林久子議員 中道浪子議員近藤好枝議員 長谷川薫議員

※ご意見、ご要望をお寄せ下さい。
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市民に寄り添うあたたかい市政に第４回定例

前橋市議会

　

前
橋
市
は
、
ス
ズ
ラ
ン
本
館
や
ス
ポ
ー
ツ

館
も
含
め
た
中
心
街
の
２
．３
㌶
の
再
開
発

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
中
心
街
の
再

開
発
は
こ
の
間
大
型
商
業
施
設
、
デ
パ
ー
ト

や
複
合
商
業
ビ
ル
、
家
電
量
販
店
、
ホ
テ
ル
、

図
書
館
な
ど
の
誘
致
計
画
が
出
て
は
消
え
、

迷
走
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
元
気
21
、
ア
ー
ツ
前
橋
、
文
学

館
な
ど
既
存
の
市
有
施
設
や
商
店
な
ど
と
連

携
し
た
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出
、
回
遊
性

の
向
上
を
図
る
取
り
組
み
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
に
ぎ
わ
い
は
取
り
戻
せ
て
い
ま
せ
ん
。

中
心
街
が
寂
れ
た
原
因
は
大
型
店
の
郊
外
立

地
を
市
が
容
認
し
て
き
た
結
果
で
す
。

　

中
心
街
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
再
開

発
事
業
の
規
模
が
妥
当
か
ど
う
か
、
設
置
施

設
は
ど
の
様
な
も
の
が
必
要
か
な
ど
、
改
め

て
、
十
分
検
討
し
、
市
民
の
合
意
を
得
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

中心街の再開発は　　
　　市民合意を前提に

2021年度オープンをめざす上武国道沿線【関根町・田口町】

新『道の駅』の建設・運営計画は
市民参加で再検討を！

県内最大の7㌶の用地面積があまりにも過大
　党市議団は、上武道沿線への道の駅を整備することに反対するものではあ
りません。しかし、整備計画に示された面積7㌶は県内最大規模の川場村の
田園プラザ5㌶を超えており過大です。国土交通省からの建設補助金も、上
武道路の交通量に応じた交付額だけで、計画駐車場台数600台のうち約100
台分とそれに見合うトイレ整備にとどまります。
　党市議団が視察した人口38万の中核市・愛知県岡崎市が整備した道の駅
「藤川宿」は、面積1.2㌶で駐車場は100台。それでも前橋市が想定している
年間100万人を超える集客を維持し、黒字経営を続けています。財政が苦し
い中、身の丈に合わない過大な施設を整備すれば、今後の維持管理費がかさ
むとともに、これから重視すべき高齢者福祉や子育て支援策が犠牲にされか
ねません。

公共施設の縮減方針と矛盾する総額94億円の大型事業
　用地買収費・造成工事費・道の駅施設費を含めて前橋市は48億円を負担（国
の補助金ふくむ）、事業者の負担は９億７千万円。維持管理・運営費は指定
管理料として15年間毎年１億５千万円を事業者に支出するため、総額約94
億円の大事業になります。本市は人口減少による税収減と多くの公共施設の
老朽化に対応するために公共施設の縮減方針を掲げながら、日赤跡地・JR
前橋駅北口･中心市街地の再開発などと同時に計画されている道の駅の大型
事業推進は問題です。

農業振興に結び付く運営方針が未検討
　道の駅の最大の魅力は、安全で新鮮な地元の農産物の購入や地元食材を
使った地産レストランです。ところが、すでに運営している３カ所の道の駅
に出荷している農家の皆さんも高齢化しており、ほとんどの方が新道の駅へ
の出荷は困難となっています。ところが、市の農政部も「運営事業者から相
談があれば検討する」という程度で、道の駅の整備に合わせて農業振興を図
るという方針の具体的検討がされていません。地産レストランについても観
光振興策についても事業者任せです。
　他会派の賛成で契約締結は承認されましたが、有識者や市民参加による計
画の見直しが急務です。

　前橋市は、指定管理者とし
て道の駅を完成後15年間運
営する㈱ロードステーション
前橋上武（事業者）との間で
整備運営事業契約を締結する
承認議案を提出しました。共
産党市議団は、計画に問題が
あると判断し反対しました。
理由は以下の通りです。

道の駅の比較 前橋市 岡崎市
人口 約33万人 約38万人

道の駅面積 7.0ｈａ 1.2ｈａ
集客数 100万人超 120万～160万人
駐車場 600台分 100台分

市の委託費 １億５千万（年間）×15年 200万円（年間）
総事業費 94億円 19億円

城南地区実証実験の出発式

バ
ス
公
共
交
通
を
便
利
に
使
い
や
す
く

市当局が示している完成イメージ図



新婦人前橋支部提出
学校給食費の無料化を求める請願を他会派が否決

　本市には、重度心身障害者１・２級および高齢重度障害者は7,300
人です。これまで県の施策として入院時の食事代は県と市が半分づ
つ約3,700万円負担し無料でした。
　ところが、来年４月から県がこの制度を住民税非課税世帯だけを
対象に縮小するため、本市の条例も今議会で改定が提案されました。
　党市議団は「2,800人の重度障害者などが有料になるので、県が
制度改悪しても市はこれまで通り課税・非課税を区別せず無料化を
維持すべき」と反対しましたが、他の全議員が賛成し有料化が強行
されました。

人口減少に歯止めをかけ
抜本的な打開策を！

　新日本婦人の会前橋支部は「学校給食費の無料化を求める請願」１
項目は「小中学校の給食を完全無料化にして下さい」２項目は「県に
対して小中学校給食費の無料化を行うよう働きかけて下さい」と12月
議会に提出しました。
　請願の紹介議員となった共産党市議団は「採択(賛成)」に向けて全力
を上げました。党市議団は「憲法26条で義務教育は無償と定めている。
教科書と授業料だけが無償になっているが、教育の一環である給食費
は父母負担。渋川市やみどり市など県内10市町村は完全無料化、前橋
など一部無料化は13市町村が実施している。子どもの医療費も前橋市
が先行して中学卒業まで無料にし、直後に群馬県が無料化し全県に広
がった。給食費も県と市が折半すれば、県は40億円(年間予算の0.5％ )、
市は7億円(年間予算の0.5％ )で、小中学校の完全無料化が実施できる。

憲法の立場から国の実施を求めつつ、県への実施を促すことが重要」
と強調しました。ところが、他の全会派は、「小中全児童生徒２万５千
人の給食費の完全無料化には年間14億円もかかり、財政負担が重過ぎ
る」「県に求めるのは困難」
と述べ、子育て中の父母の切
実な願いに背を向けて「不採
択(反対)」を主張したため、
請願は多数（創生前橋・清新
クラブ・市民フォーラム・公
明党・赤利根・市民の会・前
八クラブ・心世紀）で否決さ
れました。

少
子
化
対
策
の
充
実
を

　

党
市
議
団
は
「
本
市
は
合
計
特
殊
出
生
率
が
１
・

41
ま
で
下
が
っ
て
お
り
、
少
子
化
問
題
を
打
開
す

る
た
め
に
は
、
安
定
し
た
雇
用
や
子
育
て
支
援
が

必
要
。
学
校
給
食
費
完
全
無
料
化
の
実
施
、
子
ど

も
の
医
療
費
無
料
化
を
18
歳
ま
で
拡
充
、
30
人
学

級
化
な
ど
を
早
期
に
実
施
す
べ
き
。
市
総
合
戦
略

計
画
を
見
直
し
て
人
口
増
に
向
け
て
努
力
す
べ
き
」

と
質
問
し
ま
し
た
。

若
者
の
安
定
し
た
雇
用
と

低
賃
金
の
解
消
を

　
「
人
口
減
少
社
会
に
歯
止
め
を
か
け
る
に
は
、
若

者
の
安
定
し
た
雇
用
と
低
賃
金
の
解
消
が
前
提
。

市
役
所
は
、
若
者
の
就
職
先
と
し
て
安
定
的
な
職

場
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
市
職
員
の
定
員
管
理
計
画
で
正
規

職
員
を
削
減
す
る
方
針
に
な
っ
て
お
り
、
す
で
に

４
人
に
１
人
が
非
正
規
職
員
。
こ
の
よ
う
な
計
画

を
改
め
、
正
規
職
員
を
増
や
し
て
雇
用
の
安
定
を

図
る
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

地
元
企
業
と
農
業
の
育
成
及
び

就
業
対
策
を

　
「
民
間
職
場
で
は
、
賃
金
が
安
く
長
時
間
労
働
を

強
い
ら
れ
、過
労
死
し
か
ね
な
い
『
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
』

も
あ
り
、市
と
し
て
も
重
要
な
行
政
課
題
。『
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
根
絶
』
を
条
例
化
し
て
若
者
の
雇
用
改
善

に
乗
り
出
し
、
地
元
企
業
を
魅
力
あ
る
企
業
に
育

成
す
る
と
と
も
に
若
者
へ
の
雇
用
を
強
め
る
べ
き
。

　

ま
た
、
農
業
は
高
齢
化
が
進
み
、
後
継
者
が
で

き
ず
衰
退
の
一
途
。
畜
産
農
家
や
認
定
農
家
へ
の

支
援
と
と
も
に
、
新
規
就
農
者
へ
の
補
助
制
度
や

中
山
間
地
支
援
、
大
規
模
・
小
規
模
農
家
へ
の
機

械
導
入
助
成
な
ど
の
き
め
細
か
い
施
策
が
重
要
。

耕
作
・
相
続
放
棄
地
対
策
も
強
め
、
経
営
で
き
る

農
業
に
す
る
と
と
も
に
農
業
従
事
者
の
増
加
を
強

力
に
推
進
す
べ
き
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

住
宅
政
策
を

　
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
創
設
し
、
既
存

の
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
若
者
の
移
住
・
定
住

に
繋
げ
る
べ
き
。

　

ま
た
、
市
営
住
宅
に
学
生
や
若
者
が
単
身
で
入

居
で
き
る
よ
う
制
度
を
改
善
し
、
空
き
部
屋
を
解

消
す
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

　

当
局
答
弁
で
は
、
人
口
減
少
社
会
に
対
応
す
る

積
極
的
な
施
策
の
意
思
を
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
市
で
は
、
病
気
や
失
業
・
営
業
不
振
な
ど
で
生

活
に
困
窮
し
払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
税
金
滞
納
者

に
対
し
て
、
市
職
員
が
公
権
力
を
振
り
か
ざ
し
対
応

し
て
い
る
た
め
、
徴
税
行
政
の
改
善
が
早
急
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
本
市
の
税
徴
収
事
務
の
「
手
引
き
」

に
は
収
納
課
窓
口
に
来
庁
し
た
市
民
に
対
し
て
「
納

税
折
衝
で
は
安
易
な
妥
協
を
せ
ず
、
公
平
性
や
自
主

財
源
の
確
保
の
重
要
性
を
理
解
さ
せ
、
長
期
の
分
納

は
認
め
ず
、
納
税
さ
れ
な
か
っ
た
ら
財
産
の
差
し
押

さ
え
を
す
る
こ
と
」
と
厳
し
く
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

党
市
議
団
は
「『
手
引
き
』
に
滞
納
者
の
生
活
実

態
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
、
担
税
力
の
有
無
を
確
認
し

て
換
価
の
猶
予
や
執
行
停
止
な
ど
の
対
処
を
見
極
め
、

生
活
困
窮
を
招
く
分
納
は
求
め
な
い
」
と
明
記
す
べ

き
」
と
求
め
ま
し
た
。

　

当
局
は
「『
手
引
き
』
は
職
員
向
け
の
も
の
」
と
改

善
の
意
思
を
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

厳
し
い
税
の

取
り
立
て
や
め
よ
！

重度障害者などへの入院食事代の改悪やめよ！

　党市議団は、７つの意見書を提出。中でも「消費税10％増税の中止を求
める意見書」は、多くの市民が「増税やめて！」「10％は困る」と怒りの
声を上げています。
　こうした市民の切実な声
に、他の議員全員が反対し
否決してしまいました。
　消費税は、増税のたびに
消費の落ち込みや景気の悪
化を招き、庶民の生活に打
撃を与えています。
　みなさんと力を合わせて
10％増税はやめさせまし
ょう！

「消費税10％増税の中止を求める意見書」
他会派が否決

市内で消費税増税中止をよびかける
宣伝行動に中道市議も参加


